
は
じ
め
に

認
知
症
と
は
、「
脳
の
器
質
的
障
害
に
よ
っ
て
記
憶

を
中
心
と
し
た
認
知
機
能
が
全
般
的
に
低
下
し
、
社
会

生
活
や
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
状
態
」
と
定
義

さ
れ
る
。
通
常
、
認
知
症
の
診
断
は
病
歴
の
聴
取
に
加

え
て
一
般
内
科
学
的
、
神
経
学
的
お
よ
び
精
神
医
学
的

診
察
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
さ
ら
に
神
経
心
理
学
的
検
査

に
よ
っ
て
そ
の
程
度
が
評
価
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
認
知

症
と
は
症
候
名
で
あ
っ
て
、
特
定
の
疾
患
を
指
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
様
々
な
原
因
が
含
ま

れ
る
。
こ
れ
ら
原
因
疾
患
に
よ
っ
て
治
療
や
ケ
ア
が
大

き
く
異
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
因
疾
患
を
特

定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
際
、
画
像
検
査
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
が
、
と
く
に
脳
の
器
質
的
障
害
を
評
価

す
る
た
め
に
は
必
須
の
検
査
法
と
考
え
ら
れ
る
。

認
知
症
の
画
像
診
断

１）
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ

脳
の
形
態
や
粗
大
病
変
を
調
べ
る
に
は
簡
便
か
つ
非

侵
襲
的
な
画
像
検
査
で
あ
る
。
日
常
の
臨
床
に
お
い
て

は
、
脳
梗
塞
や
血
腫
、
水
頭
症
、
腫
瘍
な
ど
認
知
症
の

原
因
と
な
り
う
る
頭
蓋
内
病
変
の
検
出
に
役
立
ち
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
。
と
く

に
、
様
々
な
原
因
か
ら
な
る
認
知
症
患
者
の
中
で
正
常

圧
水
頭
症
や
慢
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
の
�
治
療
可
能
な

認
知
症
�
を
鑑
別
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
、
こ
れ

ら
は
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
容
易
に
診
断
で
き
る
。

健
常
老
年
者
で
も
あ
る
程
度
の
大
脳
萎
縮
は
見
ら
れ

か
か
り
つ
け
医
の
た
め
の
認
知
症
Ｑ
＆
Ａ

認
知
症
の
早
期
診
断

早
期
診
断
に
お
い
て
、
画
像
に
よ

る
確
認
は
必
要
で
し
ょ
う
か

回
答
者

羽
生

春
夫

CLINICIAN ’06 NO. 548 30（３０４）



る
が
、
海
馬
領
域
の
萎
縮
は
生
理
的
老
化
で
は
認
め
に

く
い
。
そ
の
た
め
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
Ａ
Ｄ
）
で
は

大
脳
萎
縮
に
比
べ
て
海
馬
を
含
む
側
頭
葉
内
側
部
の
萎

縮
が
目
立
ち
、
側
脳
室
下
角
の
拡
大
、
側
頭
葉
内
側
構

造
の
狭
小
化
、
鉤
間
距
離
の
拡
大
と
し
て
観
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、
Ａ
Ｄ
の
初
期
に
は
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
か
ら
こ
の
よ
う

な
特
徴
的
な
所
見
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
早
期

診
断
法
と
し
て
は
限
界
が
あ
る
。

２）
Ｍ
Ｒ
Ｉ

脳
の
微
細
構
造
を
含
む
形
態
学
的
変
化
の
描
出
に
優

れ
、
認
知
症
性
疾
患
の
診
断
や
鑑
別
に
有
用
な
所
見
を

も
た
ら
す
。
海
馬
長
軸
に
直
交
す
る
T１
強
調
冠
状
段
像

は
海
馬
や
海
馬
傍
回
（
内
嗅
野
皮
質
）、
扁
桃
体
の
構

造
を
明
瞭
に
識
別
で
き
、
こ
れ
ら
の
萎
縮
の
評
価
に
適

し
て
い
る
（
図
�
）。
萎
縮
は
視
覚
的
に
も
評
価
可
能

で
あ
る
が
、
定
量
的
に
は
、
海
馬
体
の
高
さ
や
幅
の
計

測
、
海
馬
体
の
面
積
測
定
（planim

etry

）
さ
ら
に
は

容
積
測
定
（volum

etry

）
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。
容

積
測
定
に
よ
れ
ば
軽
度
か
ら
中
等
度
の
Ａ
Ｄ
で
約
３０
％

以
上
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
で
も
１０
％
以
上
の
海
馬
容
積
の
減
少
が

AD

ADでは海馬や海馬傍回の萎縮、側副溝の開大、側脳室下角や脈
絡裂の拡大が著しい。

�MRI 冠状断像（T１強調画像）
Control
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み
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、voxel-based

m
orphom

etry

（
高
速
３
次
元
収
集
法
に
よ
り
得
ら
れ
た
T１
強
調
Ｍ
Ｒ

Ｉ
か
ら
、
脳
の
容
積
を
ボ
ク
セ
ル
単
位
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
解
析
す
る
画
像
統
計
解
析
法
）
に
よ
っ
て
客
観
的

か
つ
定
量
的
な
形
態
学
的
変
化
の
評
価
も
試
み
ら
れ
て

い
る
（
図
�
）。
こ
の
よ
う
な
方
法
か
ら
、
Ａ
Ｄ
の
病

初
期
や
そ
の
前
駆
状
態
と
も
い
え
る
軽
度
認
知
障
害

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
で
も
特
徴
的
な
萎
縮
を
確
認
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
早
期
診
断
に
役
立
つ
。

３）
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ま
た
は
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

認
知
症
性
疾
患
で
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
脳
血
流
や

代
謝
の
低
下
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
診
断
や

鑑
別
に
有
用
な
検
査
法
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
と

く
に3D

-SSP

（3-dim
ensional

stereotactic
surface

projection

）
や

SPM

（statistical
param

etric

m
apping

）、eZ
IS

（easy
Z

-score
im

aging
system

）

な
ど
の
画
像
統
計
解
析
を
用
い
る
と
、
Ａ
Ｄ
の
病
初
期

か
ら
後
部
帯
状
回
や
楔
前
部
に
血
流
や
代
謝
の
低
下
が

�AD前駆状態（７０歳代前半、女性）の Voxel-based morphometry
（VSRADによる解析）

両側の側頭頭頂葉皮質や右後部帯状回の他に海馬や内嗅野皮質を含む側頭葉
内側下面（右側優位）の萎縮を認め、これらは ADに合致した所見と考えら
れる。
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認
め
ら
れ
、
早
期
診
断

に
有
用
で
あ
る（
図
�
）。

最
近
の
検
討
で
は
、
Ａ

Ｄ
の
病
初
期
の
み
な
ら

ず
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
う
ち
で

もrapid
converter

群

で
前
述
し
た
異
常
が
検

出
さ
れ
や
す
い
こ
と
か

ら
有
用
な
画
像
診
断
法

と
い
え
る
。

ま
と
め

認
知
症
、
と
く
に
Ａ

Ｄ
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る

海
馬
領
域
の
萎
縮
と
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に

よ
る
側
頭
頭
頂
葉
お
よ

び
後
部
帯
状
回
の
血
流

や
代
謝
の
低
下
が
特
徴

的
に
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
病
初
期
の
み
な
ら
ず
Ｍ
Ｃ
Ｉ

の
時
期
か
ら
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、

早
期
診
断
に
お
け
る
画
像
検
査
の
確
認
は
必
要
で
あ
る

と
結
論
さ
れ
る
。
近
い
将
来
、
根
本
的
な
治
療
法
が
登

場
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
が
、
こ
の
意
味
で
も
早
期

診
断
の
重
要
性
は
高
く
、
画
像
検
査
の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

（
東
京
医
科
大
学
病
院

助
教
授

老
年
病
科
）
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